
■背景

■調査目的
公共図書館と点字図書館がどのくらい連携をしているのか？
東京・大阪を調査！

東北福祉大学図書館情報学研究室

■手法：質問紙調査

目的：公共図書館と点字図書館との連携に関する実態調査
依頼方法：郵送・メール
期間：2018年6月20日～7月22日
対象：東京都・大阪府の公共図書館の中央館および都府立
図書館の中央館
送付数：105館(東京都61館、大阪府44館)
回収数：42館(東京都21館、大阪府21館)
返送率：40％
設問：17問

資金・人手・知識の不足
施設や設備の問題…

公共図書館単館では障害者サービスまで手が回らない！

もっと障害者サービスを
充実させたいなぁ……

資料もノウハウも豊富な
点字図書館と連携はどう？

 点字図書館との連携の割合

■結果
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連携内容の分類(自由記述式)

東京都 大阪府

Ａ．連携内容について

Ｂ．連携につながった要因について Ｃ．連携を阻害する要因について

■まとめ
両館の連携のためには……

■参考

回答数：東京11館,  大阪16館
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職員の提案

運営・経営方針

施設・機関からの要望

障害のある利用者からの要望

連携を行うに至った理由(選択式・複数回答可)

大阪 東京
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関心がない・自館と無関係の施設である

施設・機関からの要望がない

一般の利用者からの要望がない

障害のある利用者からの要望がない

連携を行わない理由(選択式・複数回答可)

大阪 東京

回答数：東京11館,  大阪16館 回答数：東京10館,  大阪6館

点字図書館のはじまりの地！
東京：日本点字図書館(1940)
大阪：日本ライトハウス(1935)

古くから障害者サービスが
根付いていた2地域！

・日本図書館協会障害者サービス委員会. すべての人に図書館
サービスを:障害者サービス入門. 日本図書館協会, 1994
・全国公共図書館協議会.2010年度（平成22年度）公立図書館に
おける協力貸出・相互貸借と他機関との連携に関する実態調査報
告書,2011
・国立国会図書館. 公共図書館における障害者サービス実施状況
の調査. 

連携しない館のほとんどが「要望がない」ため行わないと回答
⇒ 障害者サービスの拡充について受け身の姿勢が目立つ

「予算・人手不足」を理由に挙げた館は0
⇒ 連携を阻害するものはコストではなく職員の意識

次いで「運営・経営方針」や「職員の提案」が
多く挙げられており、自発的な姿勢がみられる

連携している館の多くが「要望があった」ため行っていると回答

東京：計11館
大阪：計16館

東京：計10館
大阪：計5館

64%が
連携経験あり！

36%が
連携経験あり！
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⇒ ノウハウが豊富な点字図書館との連携は？

・東京は「相互貸借」がほとんど

東京・大阪ともに
「相互貸借」が最も多い！

「その他」には、レフェラル・対面
朗読・点訳等の回答！

・大阪は「協議会」など様々な形態！

が必要不可欠！！

坪井飛呂香(筑波大学 4年)・新藤透(東北福祉大学)・野口武悟(専修大学)
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